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ナ
イ
ル
川
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
北
東
部
か
ら
地
中
海
に
至
る

全
長
六
六
九
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
世
界
最
長
の
河
川
で
あ
り
、

三
〇
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
及
ぶ
流
域
面
積
は
、
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
約
一
〇
分
の
一
に
相
当
す
る
。
こ
の
広
大
な
流
域
に

は
、
エ
ジ
プ
ト
、
ス
ー
ダ
ン
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
エ
リ

ト
リ
ア
、
ブ
ル
ン
ジ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ケ
ニ
ア
、
コ

ン
ゴ
民
主
共
和
国
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
一
一
の
流
域
国
が
含
ま
れ
、
約

二
億
五
七
〇
〇
万
人
が
住
ん
で
い
る
。

　

ナ
イ
ル
は
三
つ
の
支
流
を
持
つ
。
一
つ
は
エ
チ
オ
ピ
ア
高
原
を
水

源
と
す
る
青
ナ
イ
ル
。
も
う
一
つ
は
ウ
ガ
ン
ダ
西
部
と
ル
ワ
ン
ダ
北
部

の
高
山
地
方
に
水
源
を
も
つ
白
ナ
イ
ル
で
あ
る
。
両
河
川
は
ス
ー
ダ
ン

の
首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
で
合
流
し
て
北
上
し
、
さ
ら
に
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら

流
れ
る
ア
ト
バ
ラ
川
が
合
流
し
て
地
中
海
に
達
す
る
。
青
ナ
イ
ル
、
白

ナ
イ
ル
、
ア
ト
バ
ラ
川
は
そ
れ
ぞ
れ
五
六
〇
、一
八
〇
、一
二
〇
億
立
方

メ
ー
ト
ル
の
年
間
流
量
を
有
す
る
。

　

こ
の
ナ
イ
ル
川
で
今
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
が

二
〇
一
一
年
か
ら
ス
ー
ダ
ン
国
境
近
く
の
青
ナ
イ
ル
で
建
設
し
て
い

る
「
グ
ラ
ン
ド
・
エ
チ
オ
ピ
ア
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ダ
ム
」（
以
下

Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
と
表
記
）
で
あ
る
。
貯
水
量
七
四
〇
億
立
方
メ
ー
ト
ル
を

誇
る
巨
大
ダ
ム
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
水
利
を
め
ぐ
っ
て
下
流
国

は
警
戒
心
を
隠
さ
な
い
。
エ
チ
オ
ピ
ア
は
、
内
需
を
賄
う
水
力
発
電

で
の
み
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
を
利
用
す
る
と
し
て
、
下
流
国
を
け
ん
制
し
て
き

た
。
こ
れ
に
対
し
て
下
流
の
エ
ジ
プ
ト
は
、
そ
の
貯
水
量
が
、
自
然

流
下
（
地
盤
の
高
低
差
に
よ
る
流
れ
）
に
基
づ
き
同
国
の
ア
ス
ワ
ン

ハ
イ
ダ
ム
で
計
量
さ
れ
る
年
間
流
量
（
八
四
〇
億
立
方
メ
ー
ト
ル
）

に
迫
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
受
け
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に
ナ
イ
ル
の
水
弁

中
東
問
題
研
究
家

西
舘
康
平

ナ
イ
ル
川
上
流
に
エ
チ
オ
ピ
ア
が
建
設
し
た
巨
大
ダ
ム
。

下
流
国
の
経
済
発
展
は
、
そ
れ
ま
で
ナ
イ
ル
開
発
を

牛
耳
っ
て
き
た
エ
ジ
プ
ト
の
地
域
「
覇
権
」
を
揺
る
が
し
て
い
る
。

に
し
だ
て　

こ
う
へ
い　
一
九
八
九
年
生
ま

れ
。
大
東
文
化
大
学
卒
業
。
東
京
外
国
語

大
学
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。
公
益
財

団
法
人
中
東
調
査
会
元
研
究
員
。
論
文
に

「
ナ
イ
ル
川
流
域
に
お
け
る
利
水
・
治
水
開

発
と
そ
の
政
治
性 

エ
チ
オ
ピ
ア
の
Ｇ
Ｅ
Ｒ

Ｄ
建
設
を
事
例
に
」（『
中
東
研
究
』）。

エ
チ
オ
ピ
ア
巨
大
ダ
ム
建
設
を

め
ぐ
る
ナ
イ
ル
流
域
の
秩
序
変
容
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を
握
ら
れ
る
の
を
危
惧
し
た
た
め
、
建
設
直
後
か
ら
同
国
と
の
交
渉

に
乗
り
出
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
閣
僚
・
専
門
家
レ
ベ
ル
の
交
渉
や
首
脳
会
談
を
通
じ

て
三
ヵ
国
（
エ
ジ
プ
ト
、
ス
ー
ダ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
）
は
、
互
い
の

権
益
を
損
な
わ
ず
に
ナ
イ
ル
川
の
開
発
を
行
い
共
通
の
利
益
を
実
現

し
て
い
く
こ
と
で
表
向
き
は
一
致
し
て
き
た
が
、
最
終
的
な
合
意
を

実
現
で
き
ず
に
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
エ
チ
オ
ピ
ア
は
昨
年
七
月
、
降
雨
に
合
わ
せ
て
Ｇ

Ｅ
Ｒ
Ｄ
の
第
一
貯
水
（
約
五
〇
億
立
法
メ
ー
ト
ル
）
を
断
行
し
た
。

ま
た
、今
年
八
月
の
雨
期
に
第
二
貯
水
（
一
八
四
億
立
方
メ
ー
ト
ル
）

を
実
施
す
る
と
も
発
表
し
た
。
背
景
に
は
内
外
の
エ
チ
オ
ピ
ア
人
が

購
入
す
る
国
債
な
ど
で
建
設
費
用
を
賄
っ
て
い
る
た
め
、
政
府
が
強

い
姿
勢
を
示
し
投
資
を
促
す
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
エ
ジ
プ
ト
に

圧
力
を
か
け
て
交
渉
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
ろ
う
と
す
る
強
気
な
姿

勢
も
う
か
が
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
設
以
前
の
ナ
イ
ル
流
域
の
状
況
に
現
在

の
三
カ
国
の
交
渉
が
停
滞
す
る
要
因
が
既
に
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
、
二
〇
一
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
交
渉
過
程
を
追
い
な
が
ら

ナ
イ
ル
流
域
の
秩
序
が
徐
々
に
変
容
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ダ
ム
建
設
以
前
―
―
揺
ら
ぐ
エ
ジ
プ
ト
の
優
位
性

　

一
般
的
に
、
複
数
の
国
を
流
れ
る
河
川
の
利
用
を
め
ぐ
る
紛
争
で

は
、
上
流
国
が
地
理
的
な
優
位
性
を
有
し
、
し
ば
し
ば
河
川
開
発
を

断
行
し
て
下
流
国
の
反
発
を
招
く
こ
と
が
あ
る
。
ナ
イ
ル
流
域
の
場

合
で
は
、
下
流
国
の
エ
ジ
プ
ト
が
技
術
・
金
銭
な
ど
の
面
で
上
流
国

よ
り
も
優
位
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
上
流
の
開
発
に
介
入

し
、
時
に
は
軍
事
行
為
の
可
能
性
も
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
覇
権
を

握
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
下
流
国
の
人
口
増
加
や
経
済
成
長
に
伴
い
水
の
需
要
が

増
加
し
た
の
を
受
け
て
、
流
域
国
間
で
将
来
的
な
水
資
源
利
用
の
在

り
方
が
議
論
さ
れ
始
め
、
エ
ジ
プ
ト
の
優
位
な
状
況
に
変
化
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
九
九
年
に
地
域
機
構
と
し
て
ナ
イ
ル
流
域

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
Ｎ
Ｂ
Ｉ
）（
現
在
一
一
ヵ
国
が
加
盟
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
）
が
設
立
さ
れ
て
以
降
、
当
事
国
の
衡
平
な
水
利
用
に
関
す
る

「
協
力
枠
組
み
協
定
」（
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
の
締
結
を
目
指
す
協
議
が
重
ね
ら

エジプト

カイロ

アスワン
ハイダム

GERD

ハルツーム

地中海

紅海

スーダン

南スーダン エチオピア

サウジアラビア

青ナイル

アトバラ川

ビクトリア湖

白ナイル

タンザニア

ケニア
ウガンダ
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れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｆ
Ａ
の
第
一
四
条
「
水
の
安

全
保
障
」
ｂ
項
を
め
ぐ
り
上
流
と
下
流
で
意
見
の
対
立
が
生
じ
た
。

上
流
国
は
同
項
「（
ナ
イ
ル
流
域
国
は
協
力
の
精
神
の
下
で
）
い
か

な
る
ナ
イ
ル
流
域
国
の
水
利
権
に
も
重
大
な
影
響
（significantly 

affect

）
を
与
え
な
い
」
に
合
意
し
た
が
、
エ
ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン

の
反
対
を
受
け
て
Ｃ
Ｆ
Ａ
を
批
准
し
た
後
に
同
項
に
つ
い
て
改
め
て

協
議
す
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
た
。

　

他
方
の
エ
ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン
は
、
同
項
を
「（
ナ
イ
ル
流
域
国

は
協
力
の
精
神
の
下
で
）
い
か
な
る
ナ
イ
ル
流
域
国
の
水
の
安
全
保

障
、
現
在
の
諸
利
用
、
諸
権
利
に
も
悪
影
響
（adversely affect

）

を
与
え
な
い
」
に
変
更
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
背
景
に
は
、
エ
ジ
プ

ト
が
一
九
五
九
年
と
そ
れ
以
前
に
ス
ー
ダ
ン
と
交
わ
し
た
協
定
に
基

づ
く
水
量
（
自
然
流
下
に
基
づ
く
ア
ス
ワ
ン
ハ
イ
ダ
ム
の
年
間
貯

水
量
を
八
四
〇
億
立
法
メ
ー
ト
ル
と
し
、
蒸
発
な
ど
で
失
わ
れ
る

一
〇
〇
億
立
方
メ
ー
ト
ル
を
差
し
引
い
た
五
五
五
億
立
方
メ
ー
ト
ル

を
エ
ジ
プ
ト
に
、一
四
五
億
立
方
メ
ー
ト
ル
を
ス
ー
ダ
ン
に
与
え
る
）

を
歴
史
的
権
利
と
位
置
付
け
、「
水
の
安
全
保
障
」
の
枠
組
み
で
保

障
す
る
よ
う
求
め
た
こ
と
が
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
主
張
に
は
上
流
の

ダ
ム
開
発
へ
の
介
入
が
含
意
さ
れ
る
た
め
に
、
当
然
上
流
国
か
ら
受

け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

以
上
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
設
以
前
の
ナ
イ
ル
流
域
で
は
、
上
流
で
の
水

需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
上
流
国
と
下
流
国
が
Ｎ
Ｂ
Ｉ
を
通

じ
て
協
議
を
行
っ
た
も
の
の
、
妥
協
点
を
見
出
せ
ず
、
各
国
の
利
益

を
保
証
す
る
法
的
な
枠
組
み
の
整
備
も
不
十
分
な
状
況
に
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
エ
チ
オ
ピ
ア
が
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
設
を
推
進
し
た
こ
と
で

エ
ジ
プ
ト
と
エ
チ
オ
ピ
ア
の
対
立
構
造
が
深
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
原
則
宣
言
」
―
―
妥
協
へ
の
道

　

三
カ
国
の
交
渉
が
具
体
的
な
成
果
を
挙
げ
た
の
は
、
二
〇
一
四
年

六
月
の
ア
ブ
ド
ル
フ
ァ
ッ
タ
ー
フ
・
シ
ー
シ
氏
の
エ
ジ
プ
ト
大
統
領

就
任
後
で
あ
ろ
う
。こ
れ
以
前
は
閣
僚
レ
ベ
ル
の
定
期
会
合
に
加
え
、

一
一
年
一
一
月
か
ら
国
際
専
門
家
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
ｏ
Ｅ
）
の
活
動
が

開
始
さ
れ
た
。
三
カ
国
の
交
渉
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
Ｉ
Ｐ

ｏ
Ｅ
は
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
設
の
た
め
に
エ
チ
オ
ピ
ア
が
行
っ
た
調
査
内
容

を
検
討
し
た
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
関
連
資
料
の
提
供
が
遅

れ
る
な
ど
活
動
は
芳
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
Ｉ
Ｐ
ｏ
Ｅ
は
一
三
年
五
月
、
最
終
報
告
書
を
発
行
し
て

Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
で
生
じ
る
下
流
へ
の
影
響
の
調
査
不
足
を
指
摘
し
た
。
こ

れ
は
ダ
ム
の
悪
影
響
を
主
張
し
て
き
た
エ
ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン
を
利

す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
「
ダ
ム
の
下
流
へ
の
影
響
は
な
い
」
と
主

張
し
て
き
た
エ
チ
オ
ピ
ア
が
「
影
響
は
大
き
く
な
い
」
と
発
言
を
抑

え
る
場
面
も
あ
っ
た
。
一
方
で
エ
チ
オ
ピ
ア
は
同
月
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
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設
工
事
の
一
環
と
し
て
青
ナ
イ
ル
の
水
流
切
り
替
え
工
事
を
実
施

し
、
エ
ジ
プ
ト
は
こ
れ
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
し
か
し
、
同
国
で
は

大
統
領
を
輩
出
し
た
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
（
Ｍ
Ｂ
）
と
軍
の
関
係
が
悪

化
し
、Ｍ
Ｂ
出
身
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
モ
ル
シ
大
統
領
へ
の
ク
ー
デ
タ
ー

が
発
生
す
る
な
ど
情
勢
が
不
安
定
で
あ
っ
た
た
め
、
エ
チ
オ
ピ
ア
と

の
交
渉
に
力
を
注
ぐ
余
裕
は
な
か
っ
た
。

　

エ
ジ
プ
ト
が
交
渉
の
場
に
戻
っ
た
の
は
一
四
年
六
月
に
成
立
し
た

シ
ー
シ
政
権
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
Ｉ
Ｐ
ｏ
Ｅ
の
最
終

報
告
書
を
基
盤
と
し
て
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
影
響
評
価
を

委
託
す
る
た
め
の
交
渉
が
三
カ
国
の
水
資
源
省
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
た

が
、
影
響
評
価
の
基
準
と
そ
の
結
果
の
適
用
範
囲
を
め
ぐ
り
意
見
が

割
れ
た
。

　

技
術
面
で
の
交
渉
が
膠
着
し
た
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
と
エ
チ
オ
ピ
ア

は
一
五
年
一
月
と
二
月
に
首
脳
会
談
を
行
い
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
に
関
す
る

合
意
文
書
の
準
備
に
着
手
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
そ
の
結
果
、
三

カ
国
は
三
月
二
四
日
に
ス
ー
ダ
ン
の
首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
で
「
原
則
宣

言
」
に
署
名
し
た
。
こ
の
合
意
は
、
エ
ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン
が
Ｇ
Ｅ

Ｒ
Ｄ
建
設
を
認
め
る
こ
と
を
明
文
化
し
た
こ
と
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
の
稼
働

や
貯
水
作
業
の
規
定
の
大
枠
を
作
っ
た
こ
と
、
エ
チ
オ
ピ
ア
が
下
流

へ
の
水
量
に
損
失
を
与
え
な
い
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
、
い
わ
ば
妥

協
の
産
物
で
あ
っ
た
。
実
際
に
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
こ
の
合
意
以
降
、

一
九
五
九
年
協
定
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。

リ
ン
ケ
ー
ジ
と
い
う
選
択
―
―
エ
ジ
プ
ト
の
執
念

　

し
か
し
、「
原
則
宣
言
」
後
も
交
渉
は
進
ま
な
か
っ
た
。
交
渉
の

争
点
と
さ
れ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
よ
る
影
響
評
価
は
、
そ

の
性
質
が
お
お
む
ね
客
観
的
か
つ
科
学
的
な
も
の
で
あ
り
、
結
果
に

よ
っ
て
は
三
カ
国
の
い
ず
れ
か
に
負
担
を
迫
る
可
能
性
が
あ
る
。
大

規
模
貯
水
を
前
提
と
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
が
下
流
に
全
く
影
響
し
な
い
事

態
は
想
定
し
に
く
い
た
め
、
評
価
基
準
と
調
査
内
容
の
設
計
段
階
で

自
国
の
利
益
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
三
カ
国
の
思
惑
が
働
い
た
の

で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
報
告
を
め
ぐ
る
問
題
は
決
着

が
つ
か
ず
、
影
響
評
価
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

と
は
い
え
、
交
渉
が
頓
挫
し
て
も
エ
ジ
プ
ト
の
利
益
は
全
く
保
証

さ
れ
な
い
た
め
、
同
国
は
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
問
題
と
治
安
問
題
（
テ
ロ
対

策
関
連
の
国
境
の
治
安
維
持
、
人
身
売
買
、
武
器
の
密
輸
、
麻
薬

取
引
の
取
り
締
ま
り
）
と
を
リ
ン
ケ
ー
ジ
さ
せ
る
方
法
を
取
っ
た
。

二
〇
一
七
年
八
月
の
時
点
で
、
既
に
三
カ
国
の
国
防
相
、
情
報
機
関

が
会
合
を
開
い
て
お
り
、
同
年
一
〇
月
に
も
三
カ
国
間
の
情
報
交
換

や
合
同
軍
事
委
員
会
の
設
立
が
合
意
さ
れ
た
。

　

情
報
機
関
な
ど
の
介
入
は
Ｎ
Ｂ
Ｉ
の
交
渉
の
場
で
も
確
認
さ
れ
た

が
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
設
交
渉
で
は
一
八
年
四
月
に
ハ
ル
ツ
ー
ム
で
行
わ
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れ
た
三
カ
国
の
閣
僚
レ
ベ
ル
会
合
後
に
表
面
化
し
た
。
同
会
合
で
は

水
資
源
省
を
軸
に
技
術
面
で
の
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
交
渉
を
行
う
中
で
必
要
に

応
じ
て
外
務
省
と
情
報
機
関
が
交
渉
に
関
与
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ

た
。
エ
ジ
プ
ト
水
資
源
・
灌
漑
省
は
同
会
合
後
の
発
表
で
治
安
や
国

境
管
理
関
連
の
関
係
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
も
示
唆
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
エ
ジ
プ
ト
が
複
数
の
問
題
を
関
連
付
け
た
交
渉
を
提

案
し
、
他
の
二
カ
国
が
こ
れ
に
応
じ
た
背
景
に
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
設

に
限
定
し
た
交
渉
を
進
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
の
判
断
な
ど
が
あ

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ナ
イ
ル
流
域
の
諸
国
や
近
隣
地
域
は
、
こ
れ
ま

で
治
安
が
安
定
せ
ず
、
近
年
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
や
武
装
集
団
の
活
動

も
活
発
化
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
各
国
の
軍
事
・
情
報
機
関
が

協
力
し
て
国
境
管
理
な
ど
を
行
う
重
要
性
は
共
通
の
も
の
と
い
え
よ

う
。
そ
の
た
め
、
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
奏
功
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、

エ
ジ
プ
ト
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
妥
協
を
引
き
出
せ
ず
、
結
果
、
両
国
間

の
治
安
協
力
も
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
設
交
渉
も
特
段
進
展
し
な
か
っ
た
。

米
国
と
世
界
銀
行
の
介
入

　

こ
の
よ
う
な
交
渉
の
停
滞
を
受
け
て
、
第
三
者
の
介
入
に
よ
る

打
開
も
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
成
果
を
出
せ
て
い
な

い
。
こ
れ
ま
で
エ
ジ
プ
ト
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
世
界
銀
行
や
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）、
米
国
、
湾
岸
諸
国
な
ど
の
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
交
渉
へ
の
介
入

が
語
ら
れ
て
き
た
が
、
公
式
に
実
行
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
実
際
に

は
二
〇
一
九
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
の
サ

ミ
ッ
ト
で
協
議
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
機
構
や
国
際
機
関
の
イ
ベ
ン
ト

の
合
間
に
二
カ
国
、
ま
た
は
三
カ
国
間
の
協
議
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

交
渉
へ
の
実
質
的
な
介
入
は
米
国
と
世
界
銀
行
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
契
機
は
シ
ー
シ
大
統
領
が
一
九
年
九
月
に
国
連
総
会
で

行
っ
た
一
般
討
論
演
説
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
問
題
に
つ
い
て
言
及

し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
シ
ュ
ク
リ
・
エ
ジ
プ
ト
外
相
も

欧
州
諸
国
の
代
表
ら
に
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
設
に
関
し
て
エ
ジ
プ
ト
の
立
場

を
説
い
て
回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
エ
ジ
プ
ト
の
動
き
に
対
し
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
非
難
が

出
る
中
で
、
米
国
は
一
一
月
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
交
渉
へ
の
介
入
を
発
表
し

て
協
議
の
ホ
ス
ト
国
と
な
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
米
財
務
省
と
世
銀

が
同
席
し
て
計
四
回
の
三
カ
国
協
議
を
行
い
、
二
ヵ
月
後
に
Ｇ
Ｅ
Ｒ

Ｄ
の
貯
水
と
稼
働
に
つ
い
て
合
意
す
る
と
発
表
し
た
。

　

二
〇
年
二
月
に
は
、
三
カ
国
の
要
求
を
考
慮
し
て
米
国
が
ま
と
め

た
最
終
合
意
案
が
提
示
さ
れ
た
が
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
貯
水
期
間
中
の
青
ナ

イ
ル
の
下
流
へ
の
年
間
流
量
を
三
七
〇
億
立
法
メ
ー
ト
ル
（
エ
チ
オ

ピ
ア
は
三
一
〇
億
立
方
メ
ー
ト
ル
、
エ
ジ
プ
ト
は
四
〇
〇
億
立
方

メ
ー
ト
ル
以
上
を
主
張
）
と
す
る
こ
と
や
、
貯
水
完
了
後
の
青
ナ
イ

ル
の
年
間
流
量
と
そ
の
水
量
を
保
証
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
渇
水
期
の
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定
義
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
の
水
力
発
電
の
情
報
交
換
な
ど
で
の
合
意
は
実
現

し
な
か
っ
た
。

変
わ
り
つ
つ
あ
る
ナ
イ
ル
流
域
の
秩
序

　

Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
設
を
め
ぐ
る
交
渉
を
通
じ
て
三
カ
国
の
利
益
が
保
証

さ
れ
る
た
め
に
は
、
原
則
宣
言
後
に
計
画
さ
れ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
に
よ
る
影
響
評
価
を
三
カ
国
が
合
意
す
る
基
準
に
基
づ
き
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
交
渉
を
進
め
る
の
が
有
効
な
策
だ
ろ

う
が
、
そ
れ
す
ら
で
き
な
い
ほ
ど
に
三
カ
国
、
特
に
エ
ジ
プ
ト
・
エ

チ
オ
ピ
ア
間
の
溝
は
深
い
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
ナ
イ
ル
流
域
の
水
利
を
め
ぐ
る
秩
序
は
、
上

流
国
の
旺
盛
な
開
発
意
欲
を
前
提
と
し
て
徐
々
に
変
容
を
遂
げ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
ナ
イ
ル
流
域
の
秩
序
の
要
で
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
の
覇

権
も
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
既
に
エ
ジ
プ
ト
は
、
米
国
が

後
援
し
た
交
渉
を
通
じ
て
一
〇
〇
億
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
青
ナ
イ

ル
の
年
間
流
量
を
放
棄
し
て
お
り
、
歴
史
的
権
利
を
一
部
捨
て
て
で

も
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
建
設
に
よ
り
受
け
る
影
響
を
最
小
限
に
し
よ
う
と
努
め

て
い
る
。
現
状
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
内
政
は
昨
年
一
一
月
以
降
、
同
国

北
部
で
テ
ィ
グ
ラ
イ
人
民
解
放
戦
線
（
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
）
と
政
府
軍
が
衝

突
す
る
な
ど
不
安
定
化
し
、
ス
ー
ダ
ン
と
の
国
境
地
帯
で
も
軍
事
衝

突
が
散
発
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
エ
チ
オ
ピ
ア
に
交
渉
姿

勢
の
変
更
を
迫
る
気
配
は
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン
が
交
渉
で

不
利
な
状
況
に
変
化
は
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
が
続
く
な
ら
ば
、
エ

ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン
が
今
後
さ
ら
な
る
妥
協
を
交
渉
で
提
示
す
る
、

も
し
く
は
今
ま
で
の
よ
う
に
交
渉
が
停
滞
す
る
事
態
が
想
定
さ
れ
る

が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
貯
水
な
ど
の
作
業
を
通
じ
た
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
の
既

成
事
実
化
が
進
む
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
ナ
イ
ル
流
域
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
が
直
面
す

る
問
題
は
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
だ
け
で
は
な
い
。
現
在
、
経
済
発
展
を
目
指
す

上
流
諸
国
で
は
、
多
く
の
ダ
ム
建
設
や
水
利
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

計
画
・
実
行
さ
れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
と
類
似
の
事
例
が
今
後
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

エ
ジ
プ
ト
は
交
渉
を
中
断
し
て
い
る
Ｎ
Ｂ
Ｉ
の
協
力
枠
組
み
協
定
の

問
題
に
改
め
て
向
き
合
う
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
上
流
国
は
、
ナ
イ
ル
流
域
の
新
た
な
秩
序
を
担
い
得
る
重

要
な
主
体
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
多
く
の
国
は
発
展
途
上
で
資
本

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
外
国
か
ら
の
投
資
や
近
隣
諸
国
と
の
共
同

事
業
が
必
要
と
さ
れ
、
今
後
は
Ｎ
Ｂ
Ｉ
や
Ａ
Ｕ
な
ど
地
域
機
構
の
役

割
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
鉄
道
や
道
路
な
ど
の
輸
送
網

や
送
電
網
で
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
結
ぶ
計
画
も
あ
る
。
そ
う
し
た
計
画

を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
も
含
め
た
広
域
的
な
協
力
関
係

を
、
Ｎ
Ｂ
Ｉ
な
ど
を
通
じ
て
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
●




